
Ｑ：はい、私はクマザワと申します。
本日はお時間を割いていただきありがとうございます。
リモート審査が本当にお客様のニーズを満たしていることを確認するために、お客様自身のリモート審査の経験についてお伺いし、今度の要件を理解したいのでこの調査を実施しております。
リモート審査に関する結果として生じる通信、またはこの調査の結果はロイズレジスター以外に起因するものではないのでご安心ください。
まずはじめにお伺いしたんですが、ワンさん（女性）でよろしかったですか。

Ａ：オウって呼んでいただければ。

Ｑ：王さんですね、王さんはリモート配信とオンサイト配信の両方の経験をされたことがありますでしょうか。

Ａ：はい、2019年の第三者保証はオンサイトでしたので。
で、2020年と今年度はリモートっていうことです。

Ｑ：審査に関する王さんの役割と責任について説明していただけますでしょうか。

Ａ：はい、基本環境データの収集、私は本社のサスティナビリティ部に所属しており、その全社のデータを収集する役割と、第三者保証においても基本対応は一人でやっています。随時サポートメンバーはケースバイケースで呼んでサポートしていただくようなかたちです。

Ｑ：リモート審査をされてみて、リモート審査の経験は期待されたものと異なっていましたでしょうか。

Ａ：いや、去年こそコロナになったばっかりの時期は結構不安でしたけど、去年の経験もあって今年は正直あんまり意外性もなく、去年の延長線上にあるプロセスだと思いました。

Ｑ：トレーニングだったりガイドラインっていうのは有益でありましたでしょうか。

Ａ：トレーニングは受けてない気がします。
ガイドラインも最初に送られてきたリモート審査に関する注意事項みたいな文章ですよね。
ごめんなさい、細かく読んでないんですけど、ステージ2でサイト検証の方々、基本みなさんはじめて経験されるので、その参考資料としてあのガイドラインをみなさんと共有しました。

Ｑ：審査をされたと思うんですけど、審査人というのはどのようにリモート審査を実施しましたでしょうか。理解しやすかったりとか指示は明確だったでしょうか。

Ａ：はい、楽天の担当の検証員、ウエノさんとキノシタさんはもう3年も一緒にやっていて、大体企業の情報をベースとしてある程度把握されており、細かい説明までいかなくても大体楽天のその事業の背景とか理解されているところは結構助かりました。
でも第三者検証っていう第三者の客観的目線から見るときに、結構細かい質問もありまして、そこも正直第三者保証、そこに意味はあるなと思って、正しい回答をするためにさらに社内で情報収集して共有しましたので、基本全体的にスムーズだと思います。

Ｑ：リモート審査の準備はオンサイト審査と比較して時間が変わりましたか？

Ａ：はい、準備の時間ですね。
どっちかというと本社の例えばステージ1とステージ2の最後の本社検証はある程度経験はあるので、どこでどういう風にやればいいか分かっているので、そこ正直そんなに苦労ではなかったんですけど。
今回特に苦労したのはステージ2のサイト検証のところで。
やっぱりあんまり経験されてないサイトの担当者と一緒にやっていく中で、そこの調整およびその検証員から受けた質問を回答させる努力とか工夫とか、そこは自分の力でどうしようもない時もあるので、そこは結構今回苦労した思いはあります。

Ｑ：リモート審査に関してなんですが、王さんや御社に関してどのようなメリットがおありだと思いますか。

Ａ：まず第三者保証最初に行ったきっかけはやはりダイレクトに言いますと、投資家からの質問書などでCDPとかDJSIとか第三者保証は求められています、データの信憑性を証明するために。
これは最初のきっかけではあるんですけど、実際3年もやって私としては第三者保証のプロセスによって自分が会社の環境インパクトに対する理解も深めていたし、今まで盲点だったところが気づいて、ちゃんと対応していくようなことが結構色々そういう意味ですごい助かりました。
変な話ですけど、第三者保証とちょっとコンサルっぽい感じの、ここ例えば＊（6：40）のこのカテゴリーの計算方法で、今私が考えたことについてアドバイスいただいたり、そこで結構助かりました。

Q：リモート審査を行う状況っていうのはどういった時に好ましいと思われますでしょうか。
例えば緊急事態宣言があった時とか、営業時間外だったりとか、例えばオンサイトであるならばすごい遠い、遠隔地にあるんであればもうリモートでやった方がいいよっていう、そういった様な状況って考えられますでしょうか。

A：そうですね、最初はコロナで人の移動が制限されている中で仕方なかったんですけど、例えばステージ1本社検証、基本マニュアルのチェックとか仕組みのチェックなのでそこは正直リモートで全然十分対応できているし、別にFace to Faceでやるメリットはあまり感じていないのと、逆にステージ2の部分はやっぱり初めて、さっきの何回も繰り返したんですけど、初めて対応されるサイトの検証担当者はやっぱり不安ですよね。
第三者検証っていう名乗りで来た時点で、これで何かまずいこと言ったらダメですかみたいな感じで、そこはFace to Faceのコミュニケーションでちょっと相手の緊張の気持ちを柔らかくするっていう意味で、サイト検証はやっぱりリモートではなく、実際遠隔地であってもちゃんと行ってFace to Faceでコミュニケーションをとった方がいい気がします。

Q：リモート審査とオンサイト審査、比べてみてどのくらい詳細に調べられるものでしたでしょうか？

A：確かにFace to Faceの方が結構、やっぱり一緒に同じ空間にいて一緒の資料を見ながら結構細かいところまで見たりして。
その画面共有という機能は素晴らしいですけど、どうしてもちょっと適当なところで、こういうところですかねみたいな感じで終わらせてしまったケースもありますね。
でもたぶんそこまで変わらない気がします。
そこまで変わらないですけど、やっぱりコミュニケーションの、クオリティ上はFace to Faceの方が結構。
あとちょっとあれですけど、楽天のワーキングスタイルで言いますと、結構同時進行の作業が結構多くて。
逆にオフィスにいた頃は、例えば今日は第三者保証って一日もう会議室にこもって検証員とすごい密にコミュニケーションとる時は、外部からの影響を基本受けない状態ですけど。
でもオンラインで行う時は、結構別件の案件がパパパパって入ってきて、若干集中力がとぎれやすい意味で。
それのために細かい、例えば1時間ごとに一回休憩を入れたりすることは今回しました。
あと隙間時間で他の業務の対応をちょっとしたり。
前は本当に第三者保証の日は一日ブロックしてコメントもできないみたいな感じでしたけど。

Q：オンサイトの方はもちろんFace to Faceで色々調べられるということはあると思うんですけれども、リモート審査で逆にカバーできない特定のプロセスっていうのはやっぱりあると思われますか。

A：お互いが、特にステージ2のサイト検証の時、検証員私、本社担当者とサイト担当者、この三方が同じ事を理解しているかっていうちょっとクエスチョンマークの時はありますね。
例えば私と検証員は今同じレベル来ましたけど、サイト担当者はまだ何言ってるか分かんないっていう感じがしつつ、でもたぶん質問もちょっとしづらいっていう。
ちょっとチャネルが若干ずれている瞬間が結構あって、そこはちょっと問題だなと思いました。

Q：欠点だったりとかっていうのは他にもありましたでしょうか。

A：いや、特にたぶんメリットの方が大きいと思います、全体的に。
時間確保も移動時間がなくてその分効率的だと思いますし、気軽にメールで相談したり1時間のミーティングとかちょっとアレンジしたり、そこは結構助かりました。
しかしそのコミュニケーション上のちょっとクオリティが前よりちょっと下がっていることは、何か良い方法で解決できたらもう完全にリモートでいきたいと思いますね。

Q：ちなみにリモート審査中はどのプラットフォームだったりとかっていうのを使用されましたか？

A：Zoomです。

Q：それらについては、Zoomを使用することに関して特別な利点だったりとか逆に問題点っていうのは見つかりましたでしょうか。

A：そんな、もう楽天は基本Zoomですから。
今回も全部ミーティングのURLは私から送って。
これ去年結構揉めましたね、Zoomを利用したいです、でもLRQAさんはSkypeか何か。
でそこをちょっと変に揉めて、でも最後Zoomでいきましたから、今年もZoomです。
でもやっぱりこっちからプレゼンすることが多いですから、ちょっとZoomの方が慣れるし時間的には苦労しないなと思って。

Q：セキュリティに関して懸念だったりというのはございますでしょうか。

A：いや、特に。
でもセキュリティ、Zoomのセキュリティではなく、今回ステージ2で楽天モバイルと関わる場面が多くて、モバイルの方はこの資料を本当に第三者と共有していいのかっていう懸念があって。
そこはでも検証員はかなりそこは要望どおり対応していきますみたいな、おっしゃってくれましたので、特にトラブルになったことはないです。

Q：次にいかせていただきますが、通常のオンサイト審査の費用とか比較して、リモート審査の費用対効果に関してはどう思われますでしょうか。

A：最終的に保証書を発行してもらうことは変わりないですし、そこにプラス検証員の交通費を若干浮いてきて。
たぶんそこのコストのメリットはあると思います。

Q：将来的にリモート審査を使用する可能性に関してなんですけれども、どのくらいありますか、0から10だとしたらどのくらい審査を使用する可能性としてはあげられますか。

A：8にします。

Q：そのスコアの理由としては？

A：そうですね、理由としては世の中どう変わっていくのかちょっとまず分からない中で、たぶん来年リモートのままでいく可能性は高いと思います。
でももしワクチンがすごい早いスピードで進んでノーマルに戻れるなら、一部をリモートにして、さっき言ったサイト検証のところはちゃんとサイト訪問した方がいいと思いますので、その2割はそこの可能性にかけています。

Q：ということはリモート審査とオンサイト、Face to Faceを組み合わせるのが、どちらかと言うと最善なのかと思われるということですね。

A：そうですね。

Q：はい、そういった中でまたちょっと今改善点を述べていただいたんですけれども、他にもどのような変更を加えたらいいなとかそういうことはありますでしょうか。

A：そうですね、ちょっと今朝考えてたんですけど、例えば今もう無事全部終わって保証声明書も発行してもらいましたけど、その後のフォローっていうか、結構お付き合いはここで一旦途切れて、次は今年のたぶん年末にまた見積書の発行で連絡を取るようになるんですけど、このちょっとブランクになった半年は結構な、例えば今回の検証報告書にあげられた改善点とか色々あるんですけど、ちょっときちんとフォローできてないのは現状で。
結構問題点がそのまま来年の問題点になるケースがあるので、でもそこまで密にコミュニケーションとる必要はないと思いますけど、一旦保証書と報告書発行の後にクロージングミーティング、ごめんなさい今年まだクロージングミーティングの話一回もあげられてなくて、そのままちょっと終わらせるのはもったいないなと思って一回クロージングのかたちでちょっとちゃんと上司にも今年の問題点を整理したうえで報告しつつ、来年に向けてこことかを抑えた方がいいですよみたいな、最小限の対応事項とか、そういうところをもしフィードバックいただければすごい助かりますね。

Q：ちなみに競合他社からのリモート審査っていうところだったり、そういうご経験はありますでしょうか。

A：いや、ないです。

Q：最後の質問をさせていただければと思うんですけれども、リモート審査をした後にこの現在だったりとか未来に直結する有益な経験はされましたか。
何か将来的にこれは価値がありそうだなという経験は、審査の中でされましたでしょうか、何かありましたかね。

A：今後にいかせる経験。
でもそうですね、やっぱりコミュニケーションとる方法としてリモートは完全にメールかZoomかみたいになっていることによって、結構去年との変化点でいうと、検証員が毎回いっぱい質問してくるじゃないですか。
それを今まで質問の理由がよく分からなかったというか、どんどん質問がきて、追われている感じがしたけど、今回はリモートミーティングの時間がそもそも限られてるから、事前に色んな疑問点をまとめた資料が送られてきて、その中でなんでこの質問をしたのか、計算ロジックも書いていたんですよね。
前年度比って±30%以上だからこの質問がきたなっていう、で自分もそのロジックが分かってきて、回答するときのイライラする気持ちも軽減できて、自分も今後データの信憑性をちょっと検証したいときはこういう風にExcelを活用してできるっていう方法、自分でも心の中で覚えようと思ってて。
それは結構良かったなと思います。

Q：すみません、これで終わりになりますので、前述のようにリモートサービスだったりこの調査に関する外部のコミュニケーションは、王さんは特定されませんので、ご安心ください。

